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第３２軍司令部壕展示施設基本計画検討委員会（第２回） 

議事概要 

 

１ 日時：令和７年８月１９日（木）13:00～15:00 

２ 場所：沖縄県立芸術大学芸術文化研究所２階 AV 講義室 

３ 出席委員： 

沖縄戦研究分野 吉川 由紀 沖縄国際大学非常勤講師 

展示施設等分野 山本 正昭 沖縄県博物館・美術館 主任学芸員 

 〃 鈴木 悠 那覇市歴史博物館 主任学芸員 

 〃 仲本 和彦 沖縄県公文書館指定管理者 

（公財）沖縄県文化芸術振興会 

公文書管理課 収集保存班 主幹 

 〃 平良 次子 対馬丸記念会対馬丸記念館 館長 

平和ガイド・平和学習分野 大田 光 一中戦没学徒資料室 解説員 

ＤＸによる情報発信分野 川端 卓 SCSK（株）ビジネスデザイングループ 

地域共創事業開発部長 

建築工学分野 小倉 暢之 琉球大学名誉教授 

 〃 清水 肇 琉球大学工学部環境建設工学科教授 

※ 平和ガイド・平和学習分野 玉城 直美委員（株式会社うなぁ沖縄 代表）は都合により

欠席 

 

４ 出席事務局： 

〇沖縄県 

沖縄県知事公室地域外交統括監 

知事公室平和・地域外交推進課 

生活福祉部保護・援護課 

土木建築部都市公園課 

土木建築部首里城復興課 

教育庁県立学校教育課 

〇那覇市 

総務部平和交流・男女参画課 

経済観光部観光課 

市民文化部文化財課  
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５ 議事次第： 

 １ 開会 

 ２ 第３２軍司令部壕展示施設基本計画 第１回検討委員会の振り返り 

 ～ 次第２に係る質疑応答 ～ 

 ３ 第３２軍司令部壕展示施設の配置計画について 

 ～ 次第３に係る質疑応答 ～ 

 ４ 第３２軍司令部壕展示施設の展示内容計画について 

 ５ 展示手法の事例紹介について 

 ～ 次第４・次第５に係る質疑応答 ～ 

 ６ 閉会（事務連絡） 

 

６ 議事内容： 

（１）第 1回検討委員会の振り返りについて 

・事務局より、前回（第 1回）委員会の議事概要に基づき、主要な決定事項および議

論の内容について説明が行われた。その後、会長が委員に確認を求めたが、特段の

質疑応答はなかった。 

 

（２）展示施設の配置計画について 

・事務局より、施設の配置計画に関する 3 つの案（案 1、案 2、案 3）について、敷地

の現況、法的制約、比較検討結果、および想定来場者数・駐車場台数の推計が説明

された。その後、以下の質疑応答および意見交換が行われた。 

 

（３）質疑応答（議事次第（３）について） 

【壕直上の建築の安全性について】 

〇小倉委員（建築工学）  

壕の直上（地表から十数メートル）に建物を建設するにあたり、杭を打

つなどの工事による壕への影響は問題ないか。 

〇沖縄県 平和・地域外交推進課（事務局） 

委員ご指摘の通り、一部計画案では壕の影響範囲に建物がかかってい

る。建築にあたっては、壕に荷重がかからないような基礎工法等を検討す

る。今後、地盤条件などをより詳細に検討し、壕の安全性を確保しながら

対応を図っていく。 

 

【計画案の立体的なイメージと動線について】 

〇清水委員（建築工学） 

各案を比較検討するには、現状の資料では立体的なイメージが掴みづら



3 

 

い。施設の断面図や、各施設間の高低差、動線の勾配などを示してもら

わないと議論が難しい。また、見学者の動線（駐車場→展示室→壕口→

壕内部→フィールドワーク）全体の流れを想定した上での比較検討が必

要ではないか。 

〇沖縄県 平和・地域外交推進課（事務局） 

見学者の動線は、まず駐車場から展示施設に入り全体像を学んだ後、第

5坑口へ降りていく流れを想定している。希望者はそこから壕内を見学

し、その後、第 1 坑口など周辺を巡るフィールドワークへ繋がるイメー

ジである。ご指摘の通り、立体的なイメージが分かりやすい資料につい

ては、今後の検討課題とさせていただきたい。 

 

【案 1の車両進入路と文化財への配慮について】 

〇鈴木委員（展示施設等） 

案 1の車両進入路が S字にカーブしている理由は何か。もし可能であれ

ば直線化することで、展示施設をよりシンプルで使いやすい形状にでき

るのではないか。また、文化財指定区域（コルゲート管区間）の現状変

更については、たとえ戦後の構築物であっても、文化財担当部局と慎重

に調整すべきである。 

〇沖縄県 平和・地域外交推進課（事務局） 

車両進入路をカーブさせているのは、敷地の勾配に対応しつつ、必要な

駐車台数を確保するためである。総合的に勘案した結果、この形状が最

適と判断した。文化財の現状変更については、コルゲート管だからとい

って軽々に考えているわけではなく、県教育委員会文化財課と密に調整

し、手続きを進めていく。 

 

【周辺住民への景観的配慮について】 

〇山本委員（展示施設等） 

案 1は、施設の東側に隣接する宅地からの景観を大きく変える可能性が

あり、周辺住民の理解を得る点が課題となるのではないか。その点で

は、前面が駐車場となる案 3の方が景観への影響は少ないかもしれな

い。 

〇沖縄県 平和・地域外交推進課（事務局） 

ご指摘の通り、周辺住民への配慮は重要である。いずれの案を採用する

にせよ、建築審査会の手続き上、周辺住民の方々への説明会を開催し、

理解を得るプロセスは必須となる。頂いたご意見も踏まえ、十分な説明

を行い、理解を求めていきたい。 
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【案 3の有効活用と大型バスの動線について】 

〇山本委員（展示施設等） 

案 3は上下の移動が多くなる点が懸念される。限られたスペースを有効

活用するため、例えば駐車場の地下を展示施設にするような構造は検討

可能か。 

〇小倉会長（建築工学） 

大型バスについては、勾配のあるスロープで下まで下ろすのではなく、

敷地入口付近の道路沿いに専用の乗降場を設ける方が合理的ではない

か。 

〇沖縄県 平和・地域外交推進課（事務局） 

施設の屋上を駐車場とすることは構造的には可能だが、その場合、景観

基準で求められる勾配屋根をさらにその上に設置する必要が出てくるな

ど、高さ制限やデザイン上の課題がある。大型バスの動線に関するご意

見も含め、頂いた意見を基に、より良い案となるよう再検討したい。 

 

（４）展示内容計画および展示手法について 

・事務局より、展示のメッセージ、目的、ターゲット層、期待する効果、および 7

つのゾーンから成る展示構成案について説明があった。また、国内外の博物館等

の事例を参考に、具体的な展示手法が紹介された。その後、以下の質疑応答およ

び意見交換が行われた。 

 

（５） 質疑応答（議事次第（４・５）について） 

【展示のメッセージ性と焦点の明確化】 

〇平良委員（展示施設等） 

「軍官民共生共死」に至った命令系統を明確に示し、「なぜ」住民の被

害がこれほど拡大したのかを具体的に伝えるべき。「バランスを取る」と

いう表現によって、施設のメッセージ性が曖昧になることがないように

してほしい。 

〇吉川委員（沖縄戦研究） 

この施設に期待されるのは、第 32軍が出した命令（全面的な特攻作

戦、住民を道具として消耗させたこと）の実相を伝えること。「なぜ南

部撤退が決まったのか」といった「なぜ」を繰り返しながら、来館者が

沖縄戦の本質に迫れるような展示にすべきである。 

〇清水委員（建築工学） 

「中立」や「バランス」という言葉は、外部の情勢によって解釈が変

わりうるため、公的機関としては使うべきではない。客観的な歴史の事
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実をどう伝えるか、ということに徹するべきだ。 

〇沖縄県 平和・地域外交推進課（事務局） 

「バランスを取る」という表現は、思想的にどちらかに偏るという意

味ではなく、客観的な事実に基づき、軍の組織や行動が住民にどのよう

な被害をもたらしたのかを多角的に伝える意図である。しかし、ご指摘

の通り誤解を招く可能性があるため、今後はより具体的な記述を心がけ

たい。 

 

【展示構成と動線】 

〇鈴木委員（展示施設等） 

提示された展示フローは、物理的な部屋（ゾーン）の構成と、展示の

コンセプトが混在しており、来館者が実際にどう歩くのか、その動線が

イメージしにくい。 

〇川端委員（ＤＸによる情報発信） 

全体を一つの直線的なフローで構成するだけでなく、例えば導入部

分で大型スクリーン映像を用いて全体のストーリーを伝え興味を喚起

し、その後は来館者がそれぞれの関心に応じて深く学べるような、複

数の動線を設けることも考えられるのではないか。 

〇沖縄県 平和・地域外交推進課（事務局） 

ご指摘の通り、現在の構成案は物理的な部屋割りと展示要素が混在

している。例えば「本物で感じる」「証言で感じる」といった要素は、

各ゾーンに分散して配置することも想定している。頂いたご意見を踏

まえ、より分かりやすい構成を検討したい。 

 

【歴史的背景の提示】 

〇仲本委員（展示施設等） 

沖縄戦の実相を理解するためには、1944 年からだけではなく、明治

時代からの日本の国家づくりや、本土と沖縄の関係性といった、より

長期的な歴史的背景から解説する必要がある。 

〇吉川委員（沖縄戦研究） 

第 32 軍の意思決定を理解するには、その上位組織である大本営の意

向がどう影響したのかという視点も不可欠である。 

〇沖縄県 平和・地域外交推進課（事務局） 

頂いたご意見の通り、より広い歴史的文脈の中で沖縄戦を位置づけ

る視点は重要であると認識しており、展示内容に反映できるよう検討

していく。 
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【 「面」としての沖縄戦の学習】 

〇山本委員（展示施設等） 

周辺の戦争遺跡への周遊は、単なるスタンプラリーではなく、80年

前の痕跡が今もそこに残っているという「リアルな戦争の痕跡」に触

れる体験であることを強調すべきだ。 

〇清水委員（建築工学） 

「戦争遺跡」という言葉の定義を深め、軍事施設だけでなく、戦時に

住民が利用した場所など生活に関わる史跡も含めるべきだ。それによ

り、首里全体がどうなったのかという「広がり」のイメージを伝える

ことができる。 

〇沖縄県 平和・地域外交推進課（事務局） 

ご指摘の通り、本施設を拠点として、周辺に残るリアルな戦争の痕

跡に触れてもらうことの重要性を認識している。展示の中で、各遺跡

の意味も含めて紹介できるよう検討したい。 

 

【周辺施設との連携】 

〇仲本委員（展示施設等） 

本展示施設は、ガイドテキストにおけるモデルルートの起点となる

のか。起点となる場合、沖縄戦において問題意識を持って見ていただ

けるような、説明が必要と考える。 

また、周辺施設を見学するにあたり、第３２軍司令部が日本全体で

の戦い方の中でどのような考え方をもち、どのような役割を担ってい

たのかがわかる導入が必要。 

〇沖縄県 平和・地域外交推進課（事務局） 

モデルルートの拠点施設については、移転予定の那覇市歴史博物館

をはじめとする周辺施設、戦争遺跡、文化財との連携も含めて考えて

いきたい。 

本展示施設では、展示ストーリーの中で、日本軍が県民に発した、

徹底抗戦を命じる強い命令やスローガンなども伝えるといったことも

意識して展示構成を考えていく。 

 

【体験型・ハンズオン展示の重要性】 

〇吉川委員（沖縄戦研究） 

壕構築の過酷さを伝えるため、例えばツルハシを持ってみるなど、

来館者の身体感覚に訴える体験型の展示が必要ではないか。 
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〇山本委員（展示施設等） 

障がいのある方も含め、全ての来館者の理解を深めるために、発掘

された砲弾の破片に触れるなど、戦争遺物等に触れるハンズオン展示

を積極的に取り入れるべきだ。実物に触れる体験は、特に視覚障がい

のある方にとって非常に重要である。 

〇沖縄県 平和・地域外交推進課（事務局） 

紹介した事例以外にも様々な展示手法がある。ご提案いただいたハ

ンズオン展示も含め、どのような手法が本施設にとって最も効果的

か、施設の規模や運営面も考慮しながら検討していきたい。 

【委員会の役割分担について】 

〇清水委員（建築工学） 

本委員会はあくまで基本計画を策定する場であり、展示内容の詳細

な監修については、別途、歴史研究の専門家を中心とした委員会を組

織すべきではないか。 

〇沖縄県 平和・地域外交推進課（事務局） 

認識の通りである。本委員会で基本計画を策定した後、来年度以降

の設計段階において、より専門的な知見を持つメンバーによる検討の

場を設け、展示の具体的な内容や解説文などを詳細に検討していくこ

とを想定している。 

 

令和７年８月１９日 

 知事公室 平和・地域外交推進課 


